
第９期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

市町村名 えりも町

所属名
保健福祉課介護
保険係

担当者名 竹重寛

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

区分 現状と課題 第９期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

えりも町
①自立支援・介
護予防・重度化

防止

（現状）
　前期計画初年（Ｒ３）4,297人
⇒９期初年（Ｒ６）4,087人と、
人口は4.9％の減。Ｒ７年度４月
には3,961人と、計画値（3,989
人）より減少スピードが早目に
なっている。
　Ｒ２年には65歳以上人口のピー
クを迎え、現状としては既に後期
高齢者人口が前期高齢者を上回っ
ている。
　生産年齢人口の低下は今後も進
んでいくため、介護等のサービス
を提供する人材も減少、必要な
サービスを維持することが出来な
くなっている。当町に所在する介
護保険施設では、外国人の雇用が
始まっている。
　現状施設入所者数が増加してお
り、計画見込みに対し100％前後
の進捗状況。

（課題）
今後も、認定数やサービス必要量
は増加してくることから、重度化
を防止するため介護予防事業の推
進を図る必要がある。

・認知症高齢者が住み慣れ
た地域で安心して暮らし続
けるように本人及び家族へ
の支援を図るとともに、適
切なサービスを提供。
・地区組織活動である「高
齢者教室」に出向いて、フ
レイル予防の健康教育を行
う
・一般介護予防事業とし
て、「いきいき百歳体操」
「ふまねっと」の活動を推
進する
・地域リハビリテーション
活動支援事業による、個別
指導を充実させる

Ｒ７年度において
①認知症初期集中チーム事業の実施
専門職2名以上及び専門医１名の計3名以上
の専門職で書記集中支援チーム員を構成
し、訪問支援対象者に該当する藻に対し
て、情報の収集やアセスメントを行いチー
ム員による訪問を実施。専門医を含めた
チーム員会議等を適宜開催し継続支援を行
う。
②高齢者教室での健康教育　10回/100人
③一般介護予防事業　　　　 　45回/年
④地域リハ活動支援事業　　 10回/年

①2名の事業対象者に対して、早期に精神科
医療に繋がる・再開できる体制となり、初回
訪問でチームとしての支援を終了。
令和７年度
②３回/40人に健康教育を実施
　R7年度は、災害時の健康についても講話を
実施
③（百+ふ）　（48＋14）62回/延べ（432+79
人）511人参加
　実人員は20/13人　新規参加者は百歳2人,
ふ4人
百：体操による身体機能向上の声があり、筋
力の維持・向上していると評価。心身機能両
面の維持にも効果が見られている。
ふ： レクレーション的要素も強く、帰属意
識・達成感を満たしながら介護予防につなが
る「楽しい」運動と評価される事業となって
いる。
③9回/延べ31人（実29人）の利用
傷病別としては、骨・関節疾患による身体機
能低下を主因とする事業利用者が多く、機能
低下防止・重症化予防に向けたアプローチの
場となっている。
　職員インストラクターを新たに増員し、近
隣市町村で開催されたフォローアップ研修の
受講や事業の振り返りを行った。
※百＝百歳体操、ふ＝ふまねっと

○

①往診対応のまま経過し、介護保険サービスに繋がったいない
状況もあることから、事後対策についても充実させることを課
題としながら事業実施の継続を行う方針。
②先方の求めがあれば、の機会設定　高齢者教室の活動が低迷
している中では、事業実施回数/人数ともに数字が伸びにくい
現状あり
年間メニューへ盛り込むなどの働きかけで、活動全クラブへの
健康教育実施を検討する
③
百：本町特有の季節による参加率の減少はあるものの、町によ
る送迎を行うことにより事業参加率の維持に対する支援が必
要。しかし、今後参加者が増加することにより送迎手段の検討
も今後の課題となる。
ふ：一定の出席者がいなければ事業としての面白みが×点や、
失敗することに過度の緊張があり、継続参加に消極的な反応を
示す方がいる状況。新規参加者の増加を図ることにより基本に
立ち返った事業運営を行い、結果的に参加の心理的ハードルを
下げる対策が必要と考えます。また、サポータの人員数が3名
のみであること、その協力状況による運営となることからサ
ポーター養成が必要となりますが、現在の参加者の養成には、
年齢的なことや活動への参画可能性などに困難さを感じている
状況。ふまねっと体験会を開催し、参加者の底上げが可能化の
検証を行っていく。

④個別支援での有効性は評価高い。しかし、医療介護資源が乏
しく、特に専門職による助言指導が受けにくい環境下、資源の
有効活用や適切な医療介護連携を図る機会としても次年度以降
に継続して実施することで、機能維持や重症化予防に努める。
　本町周辺地区に限局した活動、新規利用者を確保しにくいの
が現状　各地区でのニーズについて、７年度実施の「ニーズ調
査」を利用して把握していく。
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